




移動式粉末消火設備 基本構造、点検前注意事項 

適用機種 ＳＨＡ－３３型 

 

【移動式粉末消火設備SHA-33型概要図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【移動式粉末消火設備機器の構造】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ 本体は左図のように分解することが 

出来ます。 

 

 ＊ Cの天板を外すときは、Bの扉が 

倒れてくるおそれがあります。  

   天板を外す際はご注意願います。 

 

 

番号 部品名 

A 箱本体 

B 扉 

C 天板 

D 架台 

E 表示灯セット 

F 把手セット 

①～④ 天板取付ねじ 

⑤～⑪ 箱本体取付ねじ 

⑫～⑮ 架台取付ねじ 

 



  

 

【表示灯の構造】 

 

結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点検前注意事項】 

 

 ① バルブ位置の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①加圧ボンベバルブ：閉 

②ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾎﾞﾝﾍﾞﾊﾞﾙﾌﾞ：閉 

③放出弁：閉 

③ノズルレバー：閉 



  

 

 ② タンク内圧 排気確認 

    ＊ 移動式粉末消火設備は設置環境により、加圧ボンベを起動させていなくても 

      温度上昇によりタンク内圧上昇している恐れがあります。 

      必ずタンク内圧の確認（排気）を行ってから点検を開始してください。 

 

 

 

  

  排気方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検にあたり、 

 消防用設備等の試験及び点検については、 

● 「消防用設備等の試験基準の全部改正について」 

（平成14年９月30日付け消防予第282号。） 

● 「消防用設備等の点検要領の全部改正について」 

（平成14年６月11日付け消防予第172号。） 

〇 「消防用設備等試験結果報告書の様式を定める件の一部を改正する件」 

（平成28年消防庁告示第12号） 

〇 「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に 

添付する点検票の様式を定める件の一部を改正する件」 

（平成28年消防庁告示第11号） 

 

  に基準がしめされておりますので、上記に従い試験及び点検を運用いただきますよう 

  よろしくお願いいたします。 

 

以上 

 

 

 

2016.10 

タンク内圧が上昇している状態で、点検を行うと消火薬剤が 

噴出するおそれがあります。 

①タンクキャップをゆっくりあける 

②排気孔より圧力を抜く 
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